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ろ波探のような動作特軌をぶすことを述べている。きらにまた，分11伎数 2 および 3 の場合の伝送特性の数
値計算を行ない各聞のろ波出を設計する際の資料をtJ供している。乙れらの伝送特性は，一括して付録と

































究したものである。乙乙にマルチ・リエントラント形というのは 1 1 本のストリップ線がその伝送万向の
途中で 2 本以上に分岐し，乙れが再びもとの状態の 1 本のストリップ線に合流するものである D 著者の研
究対象は同一平面内において分岐，合流するものに限定されている。まず，マノレチ・リエントラン卜形ス
トリッゴ線路の影像パラメータおよびアドミタンス・マトリクスを求め， 乙れを吟味して通過域， 減衰
域，遮断点および減衰極を決定し設計理論を導いた。 併せて設計に必要な多くの伝送特性図表が与えられ
ている。ついで，この設計理論にもとづいて帯域炉波器を設計，試作し， 10GC帯で実験した結果を示し
ている。実測値と理論値とはよく一致している。この炉波器はきわめて鋭い遮断特性をもち，構造上，間
隙を必要としないので製作が容易で小形になる利点がある。
第五章は結論で、本研究の成果を要約したものである。
極超短波帯において，ストリップ線路は他の伝送系にくらべて構造上ならびに製作上，多くの利点をも
っている。著者はこれを活用して炉波器を実現させることを目的として本研究を行ったもので，分布結合
形とマノレチ・リエントラント形が主たる対象になっている口j:}î波器の設計に必要な分布結合形ストリップ
線路の諸定数を決定する著者の方法は実用上きわめて有効で，単lと t?波器だけでなく，ストリップ線路を
用いる他の多くの回路の設計に役立つものである。また著者の設計した?戸波器は優れた特性を示し，著者
の研究成果の実用化を期待させるものである。さらに，マルチ・リエントラント形ストリップ線路で構成
される?戸波器の基礎理論を確立し，今後の発展の端緒をつくった功績も大きい。
これらの業績は極超短波伝送技術の向上に貢献するだけでなく広くストリップ線路を利用する各種回路
の設計に寄与し，工学上の価値も高いので，この論文は博士論文として価値があるものと認める。
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